
（税込み、単位：千円）

令和６年度
予 算 額

令和５年度
予 算 額

増　△　減

営 業 収 益 8,384,787 8,266,927 117,860

営 業 外 収 益 1,543,476 1,335,611 207,865

計 　(a) 9,928,263 9,602,538 325,725

営 業 費 用 9,959,432 9,394,116 565,316

営 業 外 費 用 265,034 263,649 1,385

計 　(b) 10,224,466 9,657,765 566,701

296,203 △           55,227 △            240,976 △           

461,028 △          202,661 △          258,367 △          

1,000 1,000 0

1,500 1,500 0

500 △                500 △                0

10,000 10,000 0

306,703 △           65,727 △            240,976 △           

471,528 △          213,161 △          258,367 △          

1,517,000 1,294,000 223,000

129,021 86,299 42,722

3,797 4,080 283 △                

198,025 313,290 115,265 △           

1,847,843 1,697,669 150,174

1,816,160 1,607,139 209,021

332,800 519,660 186,860 △           

388,366 364,540             23,826

10,000 10,000 -                      

2,547,326 2,501,339 45,987

699,483 △           803,670 △           104,187

499,857 △           246,472 △           253,385 △           

91,181 △            171,745 △           80,564

純 損 益 （ 税 抜 き ）

令和６年度 川崎市自動車運送事業会計予算の概要

川　崎　市　交　通　局
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総 括 表



〇安全な輸送サービスの確保

〇お客様サービスの推進

〇市バスネットワークの形成

〇バス利用環境の充実・移動空間の快適化

〇交通事業８０周年記念事業の実施

〇事業基盤の強化に向けた取組の推進

〇営業所の管理委託

〇職員（運転手等）の健康管理の徹底

　・ドライブレコーダーに新たに通信機能を追加し、リアルタイムで運転状況や車内状況を

令和６年度　主な取組予定

●安全な輸送サービスの確保

　・事故防止に向け、自転車の追い抜き、追い抜かれ体験、電動キックボードの危険性等の確認、

　　高齢者疑似体験等、体験型の運転手実技研修を実施します。

　・ドライブレコーダーを計画的に更新するとともに、レコーダーの映像を活用した研修や、

　　事故の要因分析等、安全、安心を確保するための取組を実施します。

　・小中学生や高齢者に向けた安全啓発の取組として、交通安全・バリアフリー教室を実施します。

　・バス非常時の連絡手段の確保を図るため、非常時連絡用無線機の機器を更新します。

　　・更新予定車両数 29両

　・バス停留所施設（標識、停留所上屋等）の点検、修繕、清掃を実施します。

　　把握できるようになり、バス運行の更なる安全性の向上を図る取組を実施します。

　・計画的な添乗観察による改善指導を実施します。

　・誰もが安心、安全、快適に利用できる「心のバリアフリー」を推進します。
　・運転手に対する車椅子等の取扱い講習やサービス向上研修を実施します。

　・運転手の心臓疾患検査、大血管疾患対策検査、脳健診、眼科検診を実施します。

　・これからも市バスが、市の発展とともに、市民の皆様の身近な公共交通機関として歩み続けて

　　いくため、市バスのイメージアップ等を目的とした、市政１００周年記念事業等との連携に

　　よるイベントや記念グッズの作成販売等を実施します。

●快適で利用しやすいサービスの提供

　・効率的な市バスネットワークを形成します。

　　向けた運行面の課題等を整理します。
　・引き続きＣО２排出量の少ないハイブリッドバス車両を導入します。

　・２０５０年の脱炭素社会の実現に向けて、電気（ＢＥＶ）バス３両を試験導入し、今後の導入へ

●経営基盤の強化

　・睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）のスクリーニング検査を実施します。

　　を実施します。

　・上平間営業所及び井田営業所の管理委託を引き続き実施します。

　・運転手等の計画的な採用および養成枠の運転手の採用選考を実施します。

　・営業所における脱炭素の取組を推進するため、営業所施設照明のＬＥＤ化工事を実施します。

　・電気（ＢＥＶ）バス車両の導入に併せて、塩浜営業所において急速充電器等を設置するとと

　　もに、最適な充電方法等に向けてデータの取得や検討等を行うエネルギーマネジメント委託


